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１．はじめに 

 材料に表面処理を施す目的として、最近で

は高機能化という名目で処理されることも増

えてきてはいますが、大きく分けると装飾と

防食の２つが挙げられます。このうち、防食

の評価方法として、大気環境中に曝露して腐

食の有無を見る曝露試験が行われてきました

が、結果が出るのに時間がかかります。この

ため、曝露試験より早く結果の出る加速腐食

試験が多く行われています。 

 
２．加速腐食試験 

 腐食環境には様々な状態があることから、

加速腐食試験にも様々な種類があります。た

とえば、コロードコート試験は腐食を促進さ

せる物質を含んだ白陶土を塗布して高湿状態

に放置する試験で、これは、融雪剤を含んだ

雪が付着した状態を想定しています。雪の多

い地域で使用する製品の耐食性試験方法で、

主に車の部品に対して行われています。この

ような特殊な環境に向けた試験がある一方、

一般的によく行われているのが、塩水噴霧試

験です。塩水噴霧試験は、３５℃の試験槽で

５％の塩水を噴霧して行う試験です。この塩

水に塩化銅を加え、さらに酢酸を加え pH を
下げ、試験槽の温度も５０℃としたのがキャ

ス試験です。キャス(CASS)は、Copper 
Accelerated Acetic Acid Salt Sprayの頭文
字をとったものです。 

 キャス試験は塩水噴霧試験の腐食速度を高

めた試験でありますが、その差はどれくらい

でしょうか。そこで、同じ大きさのＳＰＣＣ

鋼板をそれぞれ塩水噴霧試験、キャス試験に

かけ、腐食減量を測定しました。鋼板は防食

処理を施していないため、試験後は腐食生成

物が大量に発生します。そこで、試験後にク

エン酸水素二アンモニウム溶液に浸漬し、腐 
 
 

食生成物を除去して質量を測定しました。試

験片の単位面積当たりの腐食減量を算出した

結果を図に示します。 

 腐食減量は、おおむね、試験時間に比例し

て増加しました。また、この図からキャス試

験の腐食減量は塩水噴霧試験と比較しておよ

そ１.５倍となることがわかります。鉄は銅よ
りイオン化傾向が高いため、銅の存在が鉄の

腐食速度の向上に寄与することになります。

が、鉄よりイオン化傾向が高い亜鉛などの材

質を用いた試験片であれば、さらに腐食速度

が向上することが想定されるため、この通り

の腐食速度にならないことも考えられます。 

 最近では、自然環境に近づける目的で塩水

噴霧、湿潤、乾燥などを繰り返して行う複合

サイクル試験の適用が増加しています。当研

究所では、複合サイクル試験は実施できませ

んが、ここで紹介した塩水噴霧試験、キャス

試験、コロードコート試験については依頼試

験にて行いますので、ぜひご利用下さい。 
 

図 加速腐食試験による SPCC鋼板の 
  腐食減量 

加速腐食試験の腐食速度について 
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